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株式会社エフピコ（代表取締役会長：佐藤 守正、以下「当社」）は、当社の事業活動とESG（環境・社会・ガバナ

ンス）に関する取り組みをまとめた「エフピコレポート2026」（以下、本レポート）を発行し、2026年7月23

日（木）に当社ホームページにて公開しましたのでお知らせいたします。 

 

 

 

当社は1962年の創業以来、食品トレー・容器の製造・販売・リサイクルを通じて、快適な食生活の創造と環境・

社会課題の解決に取り組んでまいりました。 

本レポートでは、当社の価値創造について、以下のような事例を紹介しております。 

 

・「ストアtoストア」の水平リサイクル 

「ストアtoストア」は、「エフピコ方式リサイクル」を推進する活動の名称です。店舗で使用・販売された食品トレ

ーや透明容器、ペットボトルを同店舗で回収し、当社がそれらを食品トレー・透明容器に再生したうえで、再び

その店舗で活用します。「エフピコ方式リサイクル」をさらに発展させるため、スーパーマーケット様が地域の循

環の起点となって日常的なリサイクルを促す取り組みを拡大します。 
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・医療・介護現場の負担を軽減する冷凍・耐寒容器  

介護施設や病院などでは、人手不足によって365日・1日3食を施設内調理で安定して提供し続けることが難

しくなるなか、冷凍食品の活用が広がっています。こうした現場で有効活用できる当社が開発した「耐寒

PPiP-タルク」は、食事を提供する方々の負担軽減に寄与しています。 

 

・包装作業を効率化し品質を保つ「DPシリーズ」  

食品の鮮度や美味しさの印象を大きく左右する“ドリップ”を、トレーそのものの構造でコントロールする新し 

いトレーを開発しました。底面にはハニカム構造を採用し、軽量でありながら十分な強度も確保しました。 

さらに、従来必要とされていた吸水マットを使わずに済むため、包装作業の手間を削減します。 

 



 

 

・＜特集＞エフピコフェア 

「エフピコフェア」は毎年春に開催するエフピコグループのプライベートショーです。例年、1万人を大きく超え

る食品流通関係者や小売業の経営者などの皆様にご来場いただいています。今年は有明GYM-EXにて開催

されました。 

 

 

詳しくは当社ホームページの『エフピコレポート２０２６』をご参照ください。 

 

エフピコグループは、今後もバリューチェーン全体を循環させながら、ステークホルダーの皆様と価値を共創

し、日々の事業活動を通じて持続可能な社会の実現に貢献してまいります。 

 

 

以 上 

 

 

 

 

【本リリースに対するお問い合わせ先】 

■株式会社エフピコ サステナビリティ推進室  TEL：03-5325-７８０９  

https://fpco-group.actibookone.com/content/detail?param=eyJjb250ZW50TnVtIjo3NjM3NjUsImNhdGVnb3J5TnVtIjo0MTI0N30=&pNo=1

